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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第20期

第１四半期連結
累計期間

第21期
第１四半期連結
累計期間

第20期

会計期間

  自平成22年
  ４月１日
  至平成22年
  ６月30日

  自平成23年
  ４月１日
  至平成23年
  ６月30日

  自平成22年
  ４月１日
  至平成23年
  ３月31日

売上高（千円） 9,820,78310,496,59040,791,227

経常利益（千円） 1,487,0111,533,9636,369,613

四半期（当期）純利益（千円） 599,964 822,273 3,119,848

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
589,611 823,217 3,124,061

純資産額（千円） 27,565,67529,910,38429,625,325

総資産額（千円） 34,140,00737,201,96337,525,235

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円）
52.97 72.60 275.46

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 80.7 80.4 78.9

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

      ２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

      ３．第20期第１四半期連結累計期間及び第20期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、平成22年５月31日をもっ

て新株予約権の権利行使期間が終了し消滅しており、第21期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株

当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

      ４．第20期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。　

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、今年３月に発生した東北地方太平洋沖地震の影響により、一部の東

日本地域を中心に未曽有の災害を受けて景況感は一時的に急速に落ち込んだものの、被災地の復旧・復興に伴う鉱工業

生産が回復に転じるなど、徐々に持ち直しの動きが見られました。一方、円高の進展や、欧州に広がる信用不安の再燃等、

日本経済を取り巻く外部環境は不安定な状況で推移いたしました。

　外食産業におきましては、引き続き厳しい雇用情勢を反映し、全般的に厳しい経営環境ではありますが、震災直後の自

粛ムードが和らぐにつれて、消費者のマインドは回復基調がみられました。

　このような状況の中、当社グループは、一部の被災した店舗の早期復旧による営業再開とともに、好立地への安定的な

新規出店の推進や、既存店舗の更なる営業レベルの向上、新業態（派生業態）の開発・実験の推進に注力してまいりま

した。

　新規出店の状況につきましては、当第１四半期連結累計期間中にベーカリーレストラン・サンマルク直営３店舗、フラ

ンチャイズ店１店舗、計４店舗、宝田水産（すし業態の実験）直営１店舗、生麺工房鎌倉パスタ直営４店舗、台湾小籠包

直営１店舗、サンマルクカフェ直営５店舗をそれぞれ出店（当第１四半期連結累計期間出店数：直営店14店舗、フラン

チャイズ店１店舗、合計15店舗）し、これにより当社グループ全業態の当第１四半期連結会計期間末の合計店舗数は、直

営店530店舗、フランチャイズ店117店舗、合計647店舗体制となりました。

　これらの結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高104億96百万円（前年同期比6.9％増）、経

常利益15億33百万円（同3.2％増）、四半期純利益８億22百万円（同37.1％増）となりました。

　セグメント別の業績等は次のとおりであります。

　レストラン事業売上高は56億17百万円（前年同期比4.6％増）、営業利益は10億９百万円（同3.7％増）となりました。

　ファーストフード事業売上高は44億62百万円（前年同期比11.7％増）、営業利益は７億17百万円（同4.2％増）となり

ました。　
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(2）財政状態の分析

  当第１四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産は372億１百万円となり、前連結会計年度末と比較して３億23百万

円の減少となりました。

  資産の部では、流動資産は114億51百万円となり、前連結会計年度末と比較して７億30百万円の減少となりました。こ

れは主に未払法人税等の支払等に伴い現金及び預金が５億65百万円減少したこと、繰延税金資産が１億44百万円減少し

たこと等によるものであります。

  固定資産は257億50百万円となり、前連結会計年度末と比較して４億７百万円増加となりました。これは事業拡充のた

めの直営店出店等に伴う建物及び構築物２億51百万円及び敷金及び保証金１億26百万円が増加したことなどによるも

のであります。

  負債の部では、流動負債は44億91百万円となり、前連結会計年度末と比較して６億33百万円の減少となりました。これ

は未払法人税等が７億89百万円減少したこと及び賞与引当金が33百万円減少した一方、事業拡充のための直営店出店等

に伴うリース債務が31百万円増加したこと、未払金が23百万円増加したこと等によるものであります。

　固定負債は、27億99百万円で前連結会計年度末と比較して24百万円の増加となりました。これは主に直営店出店に伴う

資産除去債務が38百万円増加したこと等によるものであります。

  純資産の部は前連結会計年度末と比較して２億85百万円増加して299億10百万円となりました。この結果、自己資本比

率は80.4％となりました。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月９日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 11,388,685 11,388,685
東京証券取引所

市場第一部

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

なる株式であ

り、単元株式数

は100株であり

ます。

計 11,388,685 11,388,685 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月１日 

～ 

平成23年６月30日

－ 11,388,685 － 1,731,177 － 14,355,565

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をして

おります。

①　【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　63,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　11,246,900 　　　  112,469 －

単元未満株式 普通株式　　　78,785 － －

発行済株式総数           11,388,685 － －

総株主の議決権 －        112,469 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が100株及び株主名簿上当社子会社

である旧株式会社サンマルク（現株式会社サンマルクカフェ）名義となっておりますが、実質的に所有して

いない株式3,900株が含まれております。

２．「単元未満株式」の株式数の欄には、証券保管振替機構名義株式52株、自己保有株式７株が含まれておりま

す。

②　【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名
称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社サンマルク

ホールディングス

岡山市北区平田

173番地104
63,000 － 63,000 0.55

計 － 63,000 － 63,000 0.55

（注）　上記のほか、株主名簿上は当社子会社である旧株式会社サンマルク（現株式会社サンマルクカフェ）名義と

なっておりますが実質的に所有していない株式が3,900株あります。なお、当該株式数は、上記「発行済株式」

の「完全議決権株式（その他）」の欄の普通株式に含めております。

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から

平成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表について、京都監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,804,324 9,238,852

売掛金 1,739,192 1,714,627

商品 221 184

原材料及び貯蔵品 165,041 176,806

その他 487,459 334,868

貸倒引当金 △13,479 △13,390

流動資産合計 12,182,761 11,451,950

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 12,307,190 12,558,660

土地 2,592,943 2,592,943

その他（純額） 1,790,690 1,809,143

有形固定資産合計 16,690,824 16,960,748

無形固定資産

その他 88,437 124,621

無形固定資産合計 88,437 124,621

投資その他の資産

敷金及び保証金 6,886,222 7,013,095

その他 1,676,990 1,651,547

投資その他の資産合計 8,563,213 8,664,643

固定資産合計 25,342,474 25,750,013

資産合計 37,525,235 37,201,963

負債の部

流動負債

買掛金 1,180,519 1,158,364

未払金 1,668,953 1,692,856

未払法人税等 1,285,066 495,432

引当金 85,519 66,489

資産除去債務 5,369 3,208

その他 899,820 1,075,600

流動負債合計 5,125,249 4,491,950

固定負債

引当金 64,856 67,816

資産除去債務 1,230,572 1,269,109

その他 1,479,232 1,462,702

固定負債合計 2,774,661 2,799,627

負債合計 7,899,910 7,291,578
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,731,177 1,731,177

資本剰余金 3,038,800 3,038,800

利益剰余金 25,023,477 25,307,781

自己株式 △176,226 △176,415

株主資本合計 29,617,228 29,901,343

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 8,097 9,040

その他の包括利益累計額合計 8,097 9,040

純資産合計 29,625,325 29,910,384

負債純資産合計 37,525,235 37,201,963
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 9,820,783 10,496,590

売上原価 2,195,156 2,294,070

売上総利益 7,625,627 8,202,520

販売費及び一般管理費 6,159,015 6,665,645

営業利益 1,466,611 1,536,875

営業外収益

受取利息 3,158 272

受取配当金 1,418 738

受取賃貸料 26,721 25,725

その他 26,594 95

営業外収益合計 57,892 26,831

営業外費用

支払賃借料 22,980 22,734

為替差損 7,017 3,518

持分法による投資損失 444 －

その他 7,050 3,490

営業外費用合計 37,493 29,743

経常利益 1,487,011 1,533,963

特別利益

貸倒引当金戻入額 608 －

特別利益合計 608 －

特別損失

固定資産除却損 7,221 12,743

減損損失 521 26,145

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 361,460 －

特別損失合計 369,203 38,889

税金等調整前四半期純利益 1,118,415 1,495,074

法人税、住民税及び事業税 509,630 532,640

法人税等調整額 8,821 140,160

法人税等合計 518,451 672,800

少数株主損益調整前四半期純利益 599,964 822,273

少数株主利益 － －

四半期純利益 599,964 822,273
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 599,964 822,273

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △10,818 943

為替換算調整勘定 465 －

その他の包括利益合計 △10,352 943

四半期包括利益 589,611 823,217

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 589,611 823,217

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　　　当第１四半期連結累計期間　（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　(１)連結の範囲の重要な変更

　　　該当事項はありません。

  (２)持分法適用の範囲の重要な変更

　　　該当事項はありません。　

【会計方針の変更等】

      当第１四半期連結累計期間　（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　    該当事項はありません。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　当第１四半期連結累計期間　（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　    該当事項はありません。

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る四半期

連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除

く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費  　407,572 千円 449,710 千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

　配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日

定時株主総会
普通株式 520,994 46.00平成22年３月31日平成22年６月25日利益剰余金

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日

定時株主総会
普通株式 537,969 47.50平成23年３月31日平成23年６月27日利益剰余金

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年4月１日　至　平成22年６月30日）

   １ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

 （単位：千円）

　
　報　告　セ　グ　メ　ン　ト　

　合　計
調　整　額　

（注）１・２　

四半期連結損益計算書

計上額　

（注）３　 レストラン  ファーストフード

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高

　

セグメント間の内部売上高

又は振替高　

　    5,371,468

　

　        －

　    3,995,396

　

　         －

 9,366,864

　

　        －

　　453,919

　

　　　  　 －

　　9,820,783

　

　　　　　－

　　　　　計 　　　5,371,468　　　3,995,396　　9,366,864　　453,919 　　　9,820,783

セグメント利益 　　　　973,211 　　　　689,040　　1,662,251　　△195,639 　　　1,466,611

（注）１．外部顧客への売上高の調整額は、当社が運営している実験業態店舗に係る売上であります。

　　　２．セグメント利益の調整額は、当社が運営している実験業態店舗に係る売上原価98,153千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用551,406千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費

及び一般管理費であります。

　  　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　 ２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「レストラン」及び「ファーストフード」セグメントにおいて、固定資産に係る重要な減損損失は認識して

いないため、記載を省略しております。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。　

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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　Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年4月１日　至　平成23年６月30日）

   １ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

 （単位：千円）

　
　報　告　セ　グ　メ　ン　ト　

　合　計
調　整　額　

（注）１・２　

四半期連結損益計算書

計上額　

（注）３　 レストラン  ファーストフード

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高

　

セグメント間の内部売上高

又は振替高　

　    5,617,496

　

　        －

　    4,462,414

　

　         －

 10,079,910

　

　        －

　　416,680

　

　　　  　 －

　　10,496,590

　

　　　　　－

　　　　　計 　　　5,617,496　　　4,462,414　10,079,910　　416,680 　　　10,496,590

セグメント利益 　　　1,009,076　　　　717,951　　1,727,027　　△190,152 　　　1,536,875

（注）１．外部顧客への売上高の調整額は、当社が運営している実験業態店舗に係る売上であります。

　　　２．セグメント利益の調整額は、当社が運営している実験業態店舗に係る売上原価92,387千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用514,445千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費

及び一般管理費であります。

　  　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

   ２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「レストラン」及び「ファーストフード」セグメントにおいて、固定資産に係る重要な減損損失は認識して

いないため、記載を省略しております。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。　

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。　

（企業結合等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 52円97銭 72円60銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 599,964 822,273

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 599,964 822,273

普通株式の期中平均株式数（株） 11,325,930 11,325,657

　(注)　前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜

在株式が存在しないため記載しておりません。また、平成22年５月31日をもって新株予約権の権利行使期間が終

了し消滅しており、当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在

株式が存在しないため、記載しておりません。　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独 立 監 査 人 の 四 半 期 レ ビ ュ ー 報 告 書 

平成２３年８月９日

株式会社サンマルクホールディングス

取　締　役　会　御　中

京　都　監　査　法　人

 
指　定　社　員

業務執行社員
 公認会計士 山　　本　　眞　　吾　　印

 
指　定　社　員

業務執行社員
 公認会計士 高　　田　　佳　　和　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サンマルク

ホールディングスの平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成

２３年４月１日から平成２３年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２３年４月１日から平成２３年６月

３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンマルクホールディングス及び連結子会社の平成２３年６月

３０日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以　　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期連

結財務諸表に添付する形で別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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